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1.  平成23年6月期第2四半期の連結業績（平成22年7月1日～平成22年12月31日） 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、平成22年６月期第２四半期は四半期純損失であるため、記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年6月期第2四半期 2,548 △0.9 125 90.9 130 74.5 73 ―
22年6月期第2四半期 2,572 △0.8 65 △65.3 74 △58.3 △56 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年6月期第2四半期 14,988.93 14,771.44
22年6月期第2四半期 △11,532.33 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年6月期第2四半期 2,128 523 24.6 106,956.07
22年6月期 2,064 449 21.8 91,941.54

（参考） 自己資本   23年6月期第2四半期  523百万円 22年6月期  449百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年6月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年6月期 ― 0.00
23年6月期 

（予想） ― 0.00 0.00

3.  平成23年6月期の連結業績予想（平成22年7月1日～平成23年6月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,828 △4.0 190 408.5 191 267.5 99 ― 20,371.24



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、(添付資料)４ページ「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年6月期2Q 4,890株 22年6月期  4,890株
② 期末自己株式数 23年6月期2Q  ―株 22年6月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年6月期2Q 4,890株 22年6月期2Q 4,890株



  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 …………………………………………  2 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 …………………………………………………  2 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 …………………………………………………  2 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 …………………………………………………  3 

2. その他の情報 ……………………………………………………………………………  4 

(1) 重要な子会社の異動の概要 …………………………………………………………  4 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ………………………………………  4 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ………………………………  4 

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要 ………………………………………  4 

3. 四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………  5 

(1) 四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………  5 

(2) 四半期連結損益計算書 ………………………………………………………………  7 

【第２四半期連結累計期間】 …………………………………………………………  7 

【第２四半期連結会計期間】 …………………………………………………………  8 

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………  9 

(4) 継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………… 10 

(5) セグメント情報 ……………………………………………………………………… 10 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………… 11 

○添付資料の目次

－1－

株式会社オストジャパングループ（2757）平成23年６月期 第２四半期決算短信



当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業収益の改善や政府による景気対策等により、
個人消費の持ち直しの動きが一部見られたものの、雇用環境の低迷、急速な円高や株式市場の低迷などに
より不透明感が強まっております。 
当社グループを取り巻く環境は、調剤薬局事業において、平成22年４月に調剤報酬改定及び薬価基準の

見直しが実施され、薬価基準は薬価ベースで5.75％のダウンとなり、依然厳しい収益環境が続いておりま
す。医薬分業率に関しましては、平成22年８月現在（日本薬剤師会調べ）、営業基盤である北海道で
71.4％（前年同月68.4％。全国では61.3％（同59.1％））となっており、伸び率の鈍化傾向が顕著となっ
ております。 
このような環境のなか、当社グループは「質の高い健康を提案するトータルコーディネート会社」とし

て、調剤薬局事業、福祉事業及び不動産関連事業の各事業を展開してまいりました。これらの結果、当第
２四半期連結累計期間の業績は、売上高2,548,089千円（前年同期比0.9％減）、経常利益130,620千円
（同74.5％増）、四半期純利益73,295千円（前年同期は四半期純損失56,393千円）となりました。 
  
セグメントの業績概要は以下のとおりであります。なお、第１四半期連結会計期間より「セグメント情

報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開
示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しておりま
すが、セグメント区分に与える影響はないため、前年同四半期における事業の種類別セグメント情報との
比較を行っております。 
  

①調剤薬局事業 

調剤薬局事業は、平成22年４月に実施された調剤報酬改定及び薬価基準の見直しの影響を受けたことに
より、売上高は2,417,474千円（前年同期比1.0％減）となりました。他方、利益面は、医薬品の仕入価格
交渉は妥結に至っておりませんが、合理的であると判断できる仕入額に修正計上したこと及びその他のコ
ストについても削減に努めたことにより、営業利益208,648千円（同36.5％増）となりました。 
  

②福祉事業 

福祉事業は、引き続き自社サービス品質の維持向上を目標とし、入居者様及び通所者様本意の施設を目
指して堅実に事業を推進してまいりました。しかしながら、利益面では処遇改善交付金を営業外収益に計
上する一方で、介護職員への人件費はすべて売上原価に計上していることにより、営業損益に対しては前
年同期に比べ減少要因となっております。この結果、売上高は119,423千円（前年同期比0.1％減）、営業
損失6,350千円（前年同期は営業利益1,399千円）となりました。 
  

③不動産関連事業 

不動産関連事業におきましては、不動産賃貸・管理収入が主なものであります。 

  

 

  ①財政状態 

第２四半期連結会計期間末における総資産は、調剤薬局事業において、売上高が底堅く推移しているこ

とで前連結会計年度末に比べて売掛金が83,110千円増加していること等により、2,128,297千円（前連結

会計年度末比63,431千円の増加）となりました。  

 また、負債につきましては、買掛金が96,492千円増加しておりますが、債務保証の履行に伴い債務保証

損失引当金117,184千円が減少したこと等により、1,605,282千円（前連結会計年度末比9,990千円の減

少）となりました。  

 純資産については、四半期純利益73,295千円を計上したこと等により、523,015千円（前連結会計年度

末比73,421千円の増加）となりました。  

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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②キャッシュ・フローの状況 

当四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は316,864千円となり、前連結会計年度末

と比較して1,656千円の増加となりました。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果獲得した資金は、67,256千円（前年同期比41.0％増）となりました。これは税金等調整

前四半期純利益117,528千円の計上、仕入債務が96,492千円の増加となりましたが、債務保証の履行に伴

い債務保証履行による支出143,774千円等の計上によります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、29,166千円（前年同期比33.5％減）となりました。これは調剤薬局店

舗の移転等に伴い有形固定資産の取得による支出が15,514千円及び投資その他の資産の増加15,177千円で

あったこと等によります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は、36,434千円（前年同期は26,931千円の獲得）となりました。これは新

規で金融機関より25,000千円の資金調達を行っておりますが、長期借入金の約定返済が40,503千円及びリ

ース債務の返済による支出20,930千円であったことによります。 

  

平成23年６月期の連結業績予想につきましては、業績予想の修正に関するお知らせ（平成23年２月４日

発表）に掲載の業績予想値と変更ありません。 

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

①簡便な会計処理 
固定資産の減価償却費の算定方法 
定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。 
  
②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 
該当事項はありません。 

  

①資産除去債務に関する会計基準等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年
３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20
年３月31日）を適用しております。 
 これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ885千円減少し、税金等調整前四半期純利益は11,045
千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は3,673千円であ
ります。 

  

②表示方法の変更 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表
等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府
令第５号）の適用により、当第２四半期連結累計期間では「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目
で表示しております。 

  

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表
等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府
令第５号）の適用により、当第２四半期連結会計期間では「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目
で表示しております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 316,864 315,208

受取手形及び売掛金 788,863 705,752

商品 198,591 202,766

原材料 5,901 5,753

繰延税金資産 4,678 920

その他 22,524 34,582

貸倒引当金 △7,890 △7,058

流動資産合計 1,329,533 1,257,926

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 282,382 282,423

機械装置及び運搬具（純額） 3,237 701

工具、器具及び備品（純額） 23,401 23,558

リース資産（純額） 74,921 90,588

土地 276,170 276,170

有形固定資産合計 660,113 673,441

無形固定資産 24,546 27,873

投資その他の資産   

投資有価証券 2,269 2,040

長期貸付金 224,709 226,709

繰延税金資産 14,607 9,926

敷金及び保証金 58,243 56,752

その他 38,984 36,800

貸倒引当金 △224,709 △226,709

投資その他の資産合計 114,104 105,520

固定資産合計 798,764 806,834

繰延資産 － 106

資産合計 2,128,297 2,064,866
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,036,310 939,817

1年内返済予定の長期借入金 84,068 81,599

未払金 43,509 54,317

未払法人税等 51,431 2,979

債務保証損失引当金 － 117,184

その他 61,737 63,185

流動負債合計 1,277,058 1,259,084

固定負債   

長期借入金 217,211 235,184

繰延税金負債 － 196

その他 111,012 120,807

固定負債合計 328,224 356,187

負債合計 1,605,282 1,615,272

純資産の部   

株主資本   

資本金 282,117 282,117

資本剰余金 178,617 178,617

利益剰余金 61,866 △11,429

株主資本合計 522,600 449,304

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 415 289

評価・換算差額等合計 415 289

純資産合計 523,015 449,594

負債純資産合計 2,128,297 2,064,866
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 2,572,067 2,548,089

売上原価 2,379,661 2,308,198

売上総利益 192,406 239,891

販売費及び一般管理費 126,555 114,207

営業利益 65,850 125,684

営業外収益   

受取利息及び配当金 12,277 86

助成金収入 863 5,439

受取地代家賃 1,880 1,919

受取保険料 37 －

受取手数料 － 1,650

その他 677 1,303

営業外収益合計 15,737 10,398

営業外費用   

支払利息 6,274 5,250

株式交付費償却 318 106

その他 124 105

営業外費用合計 6,717 5,461

経常利益 74,871 130,620

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 2,000

特別利益合計 － 2,000

特別損失   

前期損益修正損 3,469 －

固定資産除却損 188 740

固定資産売却損 377 －

減損損失 300 －

たな卸資産廃棄損 2,612 2,086

債務保証損失 － 763

貸倒引当金繰入額 94,156 －

賃貸借契約解約損 － 1,340

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,160

特別損失合計 101,105 15,091

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△26,233 117,528

法人税、住民税及び事業税 27,262 52,671

法人税等調整額 2,896 △8,438

法人税等合計 30,159 44,232

少数株主損益調整前四半期純利益 － 73,295

四半期純利益又は四半期純損失（△） △56,393 73,295
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【第２四半期連結会計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 1,305,662 1,300,420

売上原価 1,202,611 1,055,149

売上総利益 103,050 245,270

販売費及び一般管理費 64,702 55,740

営業利益 38,348 189,530

営業外収益   

受取利息及び配当金 10,601 36

助成金収入 863 2,015

受取地代家賃 947 957

受取手数料 － 550

その他 488 892

営業外収益合計 12,902 4,450

営業外費用   

支払利息 3,198 2,396

株式交付費償却 159 －

その他 29 －

営業外費用合計 3,387 2,396

経常利益 47,862 191,584

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 2,000

特別利益合計 － 2,000

特別損失   

前期損益修正損 3,469 －

固定資産除却損 － 740

固定資産売却損 377 －

減損損失 300 －

たな卸資産廃棄損 1,530 919

債務保証損失 － 763

貸倒引当金繰入額 94,156 －

賃貸借契約解約損 － 1,340

特別損失合計 99,834 3,764

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△51,971 189,820

法人税、住民税及び事業税 3,445 51,601

法人税等調整額 13,725 23,395

法人税等合計 17,171 74,997

少数株主損益調整前四半期純利益 － 114,822

四半期純利益又は四半期純損失（△） △69,142 114,822
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△26,233 117,528

減価償却費 40,623 43,791

減損損失 300 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 94,673 △1,168

受取利息及び受取配当金 △12,277 △86

支払利息 6,274 5,250

有形固定資産売却損益（△は益） 377 －

株式交付費償却 318 106

固定資産除却損 188 740

たな卸資産廃棄損 2,612 2,086

債務保証損失 － 763

賃貸借契約解約損 － 1,340

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,160

未収消費税等の増減額（△は増加） 2,569 －

その他の資産の増減額（△は増加） 17,466 11,970

売上債権の増減額（△は増加） △52,532 △83,110

たな卸資産の増減額（△は増加） △63,350 1,940

仕入債務の増減額（△は減少） 61,582 96,492

未払金の増減額（△は減少） 9,623 10,481

長期前払費用の増減額（△は増加） 241 295

未払消費税等の増減額（△は減少） 481 1,810

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） △1,045 △928

その他 5,756 825

小計 87,648 220,291

利息及び配当金の受取額 12,277 86

利息の支払額 △6,242 △5,283

債務保証履行による支出 － △143,774

法人税等の支払額 △45,986 △4,062

営業活動によるキャッシュ・フロー 47,697 67,256

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △101,383 △15,514

有形固定資産の売却による収入 1,477 118

無形固定資産の取得による支出 △3,180 △292

投資有価証券の取得による支出 △300 △299

短期貸付金の回収による収入 44,575 －

長期貸付金の回収による収入 17,465 2,000

投資その他の資産の増減額（△は増加） △2,509 △15,177

投資活動によるキャッシュ・フロー △43,855 △29,166

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 90,000 25,000

長期借入金の返済による支出 △41,995 △40,503

リース債務の返済による支出 △21,073 △20,930

財務活動によるキャッシュ・フロー 26,931 △36,434

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 30,772 1,656

現金及び現金同等物の期首残高 279,387 315,208

現金及び現金同等物の四半期末残高 310,160 316,864
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 該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年12月31日) 

  

 
(注) １ 事業区分は、業種業態に照らし区分を行っております。 

２ 各区分に属する主な内容は、次のとおりであります。 

 (1) 調剤薬局事業：調剤薬局の経営 

 (2) 福祉事業：福祉施設の経営 

 (3) 不動産関連事業：不動産賃貸・管理業務等 

３ 追加情報 

前連結会計年度まで研究開発事業を行っていた北日本化学株式会社は平成21年６月29日付で発行済全株式

を譲渡いたしましたので、当社グループ会社ではなくなり、第１四半期連結累計期間より調剤薬局事業、

福祉事業及び不動産関連事業の３事業区分としております。 

なお、北日本化学株式会社が連結除外になったことに伴う他の事業セグメントに与える影響はありませ

ん。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年12月31日) 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年12月31日) 

海外売上がないため該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

調剤薬局 
事業 
(千円)

福祉事業
(千円)

不動産関連
事業 
(千円)

計
(千円)

消去又は 
全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

2,441,071 119,503 11,191 2,571,767 300 2,572,067

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

34 ― 6,654 6,688 (6,688) ―

計 2,441,105 119,503 17,845 2,578,455 (6,388) 2,572,067

営業利益 152,896 1,399 9,322 163,618 (97,768) 65,850

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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1. 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。 

当社グループは、サービス別のセグメントから構成されており、「調剤薬局事業」、「福祉事業」及び

「不動産関連事業」の３事業を報告セグメントとしております。 

「調剤薬局事業」：調剤薬局の経営 

 「福祉事業」：福祉施設の経営 

 「不動産関連事業」：不動産賃貸・管理業務等 

  

2. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年７月１日 至 平成22年12月31日) 

 
(注) 1 セグメント利益又は損失の調整額△88,226千円にはセグメント間取引消去△6,765千円及び全社費用△81,460

千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

   2 セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

3. 報告セグメントごとの固定資産の減損又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

 (追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日)を適用しております。 

  

  該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
(注) 1

四半期連結損
益計算書計上
額(注) 2調剤薬局事業 福祉事業

不動産関連
事業

計

売上高

 外部顧客への売上高 2,417,474 119,423 11,191 2,548,089 ― 2,548,089

 セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

111 ― 6,654 6,765 (6,765) ―

計 2,417,586 119,423 17,845 2,554,855 (6,765) 2,548,089

セグメント利益 
又は損失(△)

208,648 △6,350 11,613 213,910 (88,226) 125,684

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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